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1. は じ め に

様々な分野で感性が重視される今日，ファションにおいて
も感性によるアプローチが分析や手法の中心となる場合が多
くなってきている．その中でファッションイメージ用語は，
トレンド分析やデザイン企画の際に，嗜好などによって形成
される潜在的な好み（テイスト）を積極的に活用してファッ
ションを分類しようとする目的で感性分類の指標として多く
用いられている．ファションのイメージに関連した研究は，
これまでにも方法論の1つとして用いられている場合を含め，
いくつか発表されている .例えば内山らは［1］，ファッション
スタイルのイメージをSD法を用いたイメージ用語で得点化
し，衣服の形態との関係を白黒写真を用いて分析している．
また渡辺らは［2，3］，女子学生の着装カラー写真を用いて服
装をイメージ用語を用いて類型化し，さらに類型化された服
装タイプのデザインの特徴を分析している．また近年では，
ITを活用したファッション選択支援システムの構築のため
に，既存のファッションをイメージ用語を用いて分析し，
その要素を類型化した研究などがみられる［4-6］．しかし
崎田［7］は，様々な場面で用いられ使用されているファッ
ションに対するイメージ用語を，一般消費者が明確にとらえ
られるかは疑問であると指摘している．これらの指摘は，

前述したファッションスタイルを分析する多くの研究や調査
に用いられている用語類に，そもそも客観性があるのかとい
う疑問を呈しているともとらえることができる．
そこで本研究第1報［8］では，感性分類ツールとして頻繁
に引用されるファッションイメージ用語が，一般消費者に
とって同じ効果を生み出す指標用語として客観性があるの
か，さらには設計・流通の現場など，ファッションを取り扱
う様々なシチュエーションにおいて，共通性・客観性のある
言語ツールとしてイメージ用語を用いることの有用性はある
のかを検証することを目的とした．その検証の導入として，
ストリートファッションのスタイル画像を用いてイメージ
分類調査を実施し，イメージ用語の客観性の検証を行った．
その結果，現在のファッションスタイルの特徴ともいえる，
複数のテイストの要素を組み合わせたファッションスタイル
に対しては，選択されるイメージ用語にばらつきがあり，
特定のイメージ用語に分類することが困難な結果となり，
これらのイメージ用語では，一般消費者に対して客観的な
イメージを導き出すことが困難であることがわかった．特に，
日常生活で頻繁に引用され，ファッション調査等でも用いら
れることの多いイメージ用語は，1つのスタイルに複数の
イメージ用語が選択され，それぞれのスタイルに対して明確
な用語の類型化が困難な結果となった．これらのイメージ用
語は一般的な用語であるが故に幅広く様々な場面で引用され
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ることによって，逆に用語の特性をあいまいにし，結果とし
てイメージ用語自体の客観性を失わせる結果につながって
いるのではないかと考える．しかし，素材感やシルエット，
カラーなどの特徴が明確に見て取ることができるスタイルに
ついては，ある程度の限定したイメージが受容される結果と
なった．これらの結果は，ファッションイメージ用語が持つ，
感性分類のための選択肢としての客観性に対して，その使用
方法や選択方法などに十分な吟味が必要であることを示唆し
ていると同時に，イメージ用語を商品企画や設計・生産・流通
の中で，コミュニケーション言語として用いる際の，それぞ
れがとらえているイメージの共通性について十分に配慮する
必要があることをも示している．このことは，SNSのさら
なる普及に伴うコミュニケーションツールの重要性と有用性
にも関わってくると考える．
そこで第2報では，ファッションイメージ用語について，
その客観性にいくつかの問題点が示唆されたことを受けて，
この結果が日本人に特有の結果であるのか，これからの
ファッションのグローバル展開場面において，このような
イメージの客観性等が問題になるのか否かについて検証する
ために，国籍の違いについて検証調査を行った．本報では，
第1報同様，「スタイルや色・柄・素材感・アイテムなどの
統一感を主体としたコーディネートやデザイナーの描くテー
マを明確に表現したコレクション作品とは異なり，個々の意
識や好みで自由にアイテムを取捨選択し，異なるテイストの
複数枚のアイテムを組み合わせた，いわゆる「ミックススタ
イル」として着装されている多くのファッションスタイルの
場合，上記のような色・柄などの要素が多様である．その
ためにファッションの特性を分析するために用いるイメージ
用語の選定，さらには他者へイメージ伝達を行う発信者と，
それを受け取る受信者の間にイメージの共通性や客観性を保
つことが難しくなっているのではないか」という仮説の基，
第1報で用いた様々なスタイルのストリートファッションを
対象に，イメージ分類調査を実施し，イメージ用語の客観性
について国籍差に対する知見を得ることを目的とした．本研
究では，韓国人若年女子を対象として調査を行った．

2. 研 究 方 法

2.1　イメージ用語に対する予備調査
本研究は第1報の研究と同一資料・同一方法で調査を行っ
た．以下に調査の方法を記す．まず19～20歳の女子大学生
30名を対象として，自由記述方式で直感的に思いつく「ファッ
ションイメージ」の用語を書き出してもらい，一般的に認識・
浸透しているファッションイメージ用語に関する予備調査を
行った．その結果，66個のファッションイメージ用語が挙げら
れた．その中でも回答率が30%以上であった用語は，カジュ
アル，エレガント，モード，フェミニン，ガーリーの5個で，
特にカジュアル，エレガントはともに約60%と非常に高い
回答率で，一般的なファッションイメージ用語として認識さ
れていることがわかった．しかし，少数回答まで含めてみて

みると，セクシーやスタイリッシュといったファッションイ
メージ用語の他に，山ガールやロリータのような，いわゆる
ファッションスタイルを表現する用語として用いられている
ものなども混在しており，このことからもファッション
イメージ用語の領域や性質の曖昧さが明らかとなった．
そこで，上記予備調査の結果を基に，さらに19～22歳の
女子大学生109名を対象として，ストリートファッションの
イメージ分類調査を行った． 

（1）イメージ用語の設定
現在，先行文献等にみられるファッションイメージ用語とし
ては，図1に示すA群の8個の用語を提示している文献［9］，
B群の8個の用語を提示している文献［10］などがあるが，
その内容に関しては若干の違いがみられる．本研究ではこれ
ら2つの文献を参考に，調査で使用するファッションイメージ
用語を設定した．設定条件は，①AとB共通に設定されてい
る用語は抽出する．②AまたはBいずれかにしか設定がない
イメージ用語はどちらも抽出する．③それぞれ用語の表現は
異なるが，用語の持つ特徴は同一と考えられるイメージ用語
（醸し出される雰囲気や，それが持つ趣味・センスといったも
のがほぼ同義と判断できるもの）は1つにまとめて抽出する．
④3つの条件で抽出されなかった用語のうち，予備調査で
30%以上の回答率が得られたイメージ用語を追加抽出する．
以上の条件によって，エスニック，アクティブ，ロマン
ティック・フェミニン，カントリー，モダン・ソフィスティ
ケ－ト，エレガント，マニッシュ，クラシック，アヴァンギャ
ルド，ガーリー，モードの計11個のイメージ用語を調査用
語として設定した．尚，予備調査で最も回答率の高かった
カジュアルについては，用語の持つ定義が幅広く，すべての
分類結果がこのカジュアルという用語に集約されてしまう
可能性があると判断し，本研究では用いないこととした．

図1　ファッションイメージ用語の抽出条件
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（2）提示画像の選出
提示する画像は，一般財団法人日本ファッション協会の許
諾を得て，ストリートファッションのスナップ写真を掲載し
ているインターネットサイト『スタイルアリーナ』［11］より
抽出した．図2は抽出方法を示したものである．
図2に示したように，5地域を対象として，スナップ撮影
期間12週間で，各地域1週6枚ずつを条件に計360枚を抽出
した．抽出した360枚の画像から，（1）で設定したイメージ

用語11個に筆者が分類可能と考える画像を各用語から3枚
ずつ計33枚を選定した．さらに11個のイメージ用語には
分類できないと判断した画像の中から，複数のファッション
イメージがミックスされており，1つのイメージに分類する
ことが難しいと考えられる「ミックススタイル」と判断した
7枚を追加し，計40枚の画像を本調査に用いることとした．
図3は「ミックススタイル」と判断して用いた画像の一例
である．インナーはドレープ感のある薄手の素材で，カラー
は優しさを印象付けるペールトーン，ウエストを明確にマー
クした女性らしいワンピースで，アウターはスポーティ感
のあるマドラスチェックでゆとり感のあるラフなシャツを
合わせたスタイルである．インナーとアウターで異なる
テイストを持つアイテムを組み合わせたスタイルといって
よい．このミックススタイルを含めた全調査画像40枚は
図4に示した．

図2　調査画像の抽出方法 図3　ミックススタイル例

図4　調査画像一覧
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2.2　韓国人若年女性に対するイメージ用語調査
第1報での日本人女性19～22歳の女子大学生109名の結果
と比較するために，本研究では19～24歳の韓国女子大学生
98名を対象として，ストリートファッションのイメージ分類
調査を行った．尚，この調査は実際に韓国の大学で実施した．
調査は日本と同条件とするために集合調査法とした．また
調査に用いたイメージ用語については，実際に日本でファッ
ションに対する学位を取得し，現在は韓国でファッションを専門
とする韓国人の大学教員に翻訳を依頼した．翻訳に際しては
調査意図を明確にし，実際に日本での調査概要を説明したう
えで，同条件で行ってもらった．表1は調査の際に用いた調査
用紙である（日本語訳は掲載せずに韓国語のみで作成した）．

3. 結果および考察

3.1　全体の傾向
表2は日本人と韓国人の調査結果を示したものである．
また表3はイメージ用語間の相関係数を示したものである．
日本人では，ロマンティック・フェミニンとガーリーのイメージ

表1　韓国人用の調査用紙

表2　調査結果表
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用語間に0.73の相関関係が，モダン・ソフィスティケートと
クラシックの間に0.77の相関関係がみられたことから，これら
の用語は，非常に近似したイメージを持たれていると考えら
れる．これに対して韓国人では，エスニックとカントリーの
間に0.73の相関関係がみられ，この両者の用語は近似した
イメージを持たれていることがわかった．これらの近似した
イメージの具体的な要素等については，3.2で詳細に述べる．
しかし日本人では相関係数が高く同系統のイメージ用語として
とらえられているものも，韓国人にとっては異なる系統のイ
メージ用語としてとらえられていることから，イメージ用語
に対して持っている定義や感覚が国によって差があるという
ことを示唆していると考える．以下，その違いについて述べる．
提示画像40枚のうち，60%以上の回答者（半数以上）が
同一のイメージ用語を選択した画像（表2中グレーの塗りつ
ぶし画像）は，日本人の場合は8枚（画像No.4・8・10・
11・24・33・36・37）で全画像中約18%，韓国は3枚（画像
No.7・24・33）で全画像中約8%と，いずれも非常に少ない
結果であった．その中でも，画像No.24と33は，両国が同
一イメージ用語を選択している画像であった，いずれもデニ
ム素材のアイテムとパンツ・白シャツという，アイテム単体
が持つイメージの訴求力が同一でわかりやすく，比較的同系
統のアイテムを組み合わせたスタイルであることから，いず
れの国においても他のスタイルに比べて同じイメージを共有
しやすかったのではないかと考える．
また，1つのイメージ用語では60%以上の回答率にならな
かったものの，2つのイメージ用語が30%～59%の間で拮
抗した画像は，日本は5枚（画像No.3・15・17・30・38），
韓国は3枚（画像No.15・29・40）で，これらの画像に関し
ては，スタイルに対するイメージ用語選択の判断が分かれた
画像であったことがわかった．このうち，画像No.15と17

においては，両国ともロマンティック・フェミニンとガーリー
の2つイメージ用語において判断が分かれたことから，この
2つのイメージは現代の若年者の間では，その使われ方があ
いまいになっている現状にあることがわかった．

1つのスタイルに対して10%～49%の間で4つ以上のイメー
ジ用語が出現し，みる人によって異なったイメージが感じ
取られた画像は，日本人の場合は9枚であったのに対して，
韓国人は18枚となり，韓国人の方が日本人に比べ，ファッ
ションスタイルに対するイメージにばらつきがある結果と

なった．このことは，日本人よりも韓国人の方がファッション
スタイルに対して個々に異なるファッションイメージを有し
ており，それはファッションスタイルのイメージを決定付け
ると考えられる素材感やカラー，柄，シルエットなどの要素
の中で何が優先されているのかが個人によって異なっている
ために，それが結果としてイメージのばらつきの原因になっ
ていると考える．
以上のような結果は，一般消費者の日常のファッションス
タイルを，既存のファッションイメージ用語で客観的に分類
することの難しさを示唆していると同時に，国によってもそ
のとらえ方に差があるために，ファッションスタイルに対し
て用いるイメージ用語の活用法には十分な配慮が必要である
ことを表している．

3.2　数量化Ⅲ類によるパターン化
上記の結果を参考に，韓国人の調査に用いた画像・イメー
ジ用語にはどのような特徴（パターン）があるのか，さらに
このパターンを規定しているファッション要素はどのような
ものであるかについて考察を行った． 

3.2.1　イメージ用語の分類
調査結果の特徴抽出については，第1報と同様に数量化Ⅲ
類を用いた．数量化Ⅲ類を行うにあたっては，調査結果に対
して多変量クロス分析を行い，その集計結果を用いて行った．
その結果，第4成分において累積寄与率が82%に達したため，
4次元に情報を集約した．表4の上段は固有値と累積寄与率
で，下段は各主成分負荷量を示した．

表3　イメージ用語の相関分析表

表4　固有値と累積寄与率（上段）主成分負荷量（下段）
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各成分において互いに関連があると思われるイメージ用語
の係数が若干大きくなっていることがわかる．第1主成分は
マニッシュの負荷量が最も高く，次いでアクティブ，ロマン
ティック・フェミニン，モードの用語が挙げられたが，この
うちアクティブは第4主成分の主成分負荷量も高く，また
モードは第2主成分の負荷量も高くその差が小さいことから，
この第1主成分の説明としては決定力が弱く，他の主成分の
要素も含まれる複合因子であると推測した．このことから，
第1主成分は特にマニッシュといったやや動的なメンズライ
クなイメージと，ロマンティック・フェミニンといった柔ら
かな女性らしさを表す対極の要素が含まれており，性別を
印象付ける成分であることから，「性別強調」因子と解釈した．
第2主成分はモダン・ソフィスティケート，エレガント，
クラシック，ガーリー，アヴァンギャルドなどが挙げられた．
この中でガーリーは第1主成分の負荷量も高く，第1主成分
である「女性らしさ」を協調する「性別強調因子」との複合
因子であり，アヴァンギャルドも第3主成分の負荷量も高い
ことから，第2主成分の説明力としてはどちらもやや弱いと
判断される．このことから第2主成分はモダン・ソフィスティ
ケート要素の都会的なスタイリッシュさと，エレガントやク
ラシックに代表される伝統的な時代性を表現する因子として
「スタイリッシュさと時代性」を表す成分と解釈した．
第3主成分は，エスニック，カントリーが単独で挙がった
ことから，「土着的な民族性」を表す成分と解釈した．
第4主成分は第1主成分での負荷量が高かったマニッシュ
とアクティブが第4主成分としても高い負荷量を示したが，
その中でもアクティブの負荷量が第1主成分と比較しても高
いことから，第1主成分の性別強調要素の中のメンズライク
テイストでも，性差ではなく，動的・静的といった「活動性」
の要素を表している因子と解釈した．図5は第1主成分と
第2主成分による散布図である．

3.2.2　画像の分類と特徴
表5は提示画像を各主成分負荷量の高い順にまとめたもの
である．
第1主成分得点の高かった画像は表6に示すとおりであ
る．「性別を強調する」要素が強い主成分であるが，該当画
像6枚のうち，負荷量がプラスを示した3枚は，いずれも
パンツスタイルで，特に得点が高かったNo.24とNo.11は
ユニセックスでの着用も可能な，メンズライクなスタイルで

図5　第1・第2主成分散布図

表5　画像の主成分負荷量

表6　第1主成分画像
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ある．これに対して主成分得点がマイナスの3枚は，カラー
が白・オフホワイト・生成などの淡いカラーや花柄などで，
エアリー感を感じされる優しいシルエットのスタイルであ
り，女性らしさを強調させるスタイルが特徴である．
表7は第2主成分得点の高かった画像である．「スタイリッ
シュさと時代性」を表す要素の主成分である．表中上段は
負荷量がプラスの値を示した画像で，いずれもカラーは
黒やブラウンといった落ち着いた色味で，シルエットも
すっきりとした都会的なスタイリッシュさで，さらに
コーディネートは比較的オーソドックスでシックなスタイ
ルが特徴であった．
表8は第3主成分の主成分得点の高かった画像で，エスニッ
ク，カントリーイメージで抽出された「土着的な民族性」を
表す要素の画像である．表中上段の抽出された6枚の画像ス
タイルはいずれも，ロング丈のボトムスのゆとり感が多く，
身体への拘束感の少ないシルエットで，カラーは自然的な
ナチュラルカラーのカントリー要素か，民族的な大柄のエス
ニックテイストのあるカラーのスタイルが特徴であった．
表中下段の4枚は，スリムなボトムスを合わせたシルエット
で都会的なスタイリッシュさを持つスタイルで，比較的ミニ
マムなシルエットが特徴である．

表9は第4主成分得点の高かった画像である．第4主成分
は活動性の因子と解釈した．表中上段の4枚はいずれもミニ
スカートやショートパンツなどのミニ丈のボトムスに肌色
のストッキング等で足を強調するスタイルであり，さらに
コーディネートしているアイテムも，アウターはジャケット
であっても洗いざらしの単衣のジャケットやデニムシャツ，
軽さの感じるカーディガンなど，身軽な印象を与えるコー
ディネートとなっている．表中下段は主成分得点がマイナス
の画像で，ダークカラーのアイテムの組合せやロング丈の
ボトムス，大きめの帽子など，活動的な印象を与えないスタ
イルである．
表10は複数の主成分で負荷量が近似して抽出され，複合
成分要素が高いと判断した画像である．第4主成分までの
スタイル特徴が一つのスタイルの中に混在しており，これら
のスタイルはみる人によって異なったイメージが感じ取ら
れ，一般的なファッションイメージ用語での客観的な感性分
類がされ難いスタイルであったということができる．
3.2.3　日韓の比較
図6は第1報で分析した日本人の数量化Ⅲ類の結果と，
本研究における韓国の数量化Ⅲ類結果の，第1主成分と第2

主成分の同時散布図である．

表7　第2主成分画像

表8　第3主成分画像

表9　第4主成分画像

表10　複数主成分が混在する複合要素画像
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第1主成分は日本人の場合は「女性らしさと装飾性の因子」，
韓国人は「性別強調の因子」と解釈し，第2主成分は日本人
が「活動性の因子」，韓国人が「スタイリッシュさと時代性
の因子」と解釈した．この図から，日本人は第1主成分に，
韓国人は第2主成分に強く影響を受けている傾向が見て取れ
る．これは，第1主成分はいずれも「性別」がキーワードの
因子であるが，日本人の場合，韓国人に比べて性別を印象付
ける女性らしさや男性っぽさといった要素を比較的単一の，
大きくとらえた要素から読み取っており，その要素の強弱に
よってスタイルが明確に分けられていると考えられた．これ
に対して韓国人の場合は，性別を印象付ける要素は個人に
よって様々であり，またその要素も細分化されていることか
ら，日本人ほど強い影響力ではなかったと考える．これに対
して第2主成分については，日本人は活動性の要素が女性ら
しさの要素ほど統一されておらず，結果として第1主成分の
影響力の方が大きく表れたが，韓国人の場合，第2主成分で
ある「スタイリッシュさと時代性」については，表5でも示した
ようにカラーとコーディネートが比較的統一されたスタイル
が挙げられており，韓国人にとってはイメージの要素が共通
しているスタイルであったために，第1主成分の性別に関す
る因子よりも強い影響力となったと考えられる．以下，日本
と韓国の違いがみられた特徴的な因子について取り上げる．

表11は，日本人の数量化Ⅲ類分析で第1主成分「女性ら
しさと装飾性」因子として負荷量が高かった画像である．
女性らしいというイメージの全11スタイルのうち，韓国人
が女性らしいというイメージでとらえたものは，画像
No.2・17・40の3スタイルのみであった．この3スタイル
はカラーが白・オフホワイト・生成などの淡いカラーや花柄
などで，エアリー感を感じされる優しいシルエットのスタイル
であったことから，このような要素を持つスタイルの場合，
国を問わず女性らしさという共通のイメージを共有できる
スタイルであるということがわかる．
第1主成分については，日本は「女性らしさと装飾性」因子，
韓国は「性別強調」因子と解釈した．どちらも女性らしさ，
男性っぽさといった性差を意識させるイメージ因子となった
が，男性っぽさをイメージさせるスタイルとして韓国人の結果
で挙がった画像No.24・11・23は，日本人の結果では複数の
主成分因子が混在する複合成分要素の強いスタイルで，明確
なファッションイメージ用語での感性分類が難しいとされた
スタイルであった．しかし，女性らしさをイメージさせるス
タイルとして挙がった画像No.40・17・2については，日本人
の結果でも女性らしさの因子として挙がっていたことから，
先ほども述べたように，カラーが白・オフホワイト・生成な
どの淡いカラーや花柄などで，エアリー感を感じされる優し
いシルエットのスタイルは国を問わず，共通のイメージを共
有できるスタイルであるということがわかる．しかし画像
No.10・30・38のスタイルの場合，日本人は上記同様にカラー
とシルエットから女性らしさをイメージするのに対して，
韓国人は同じカラーやシルエットであっても麻のような
ナチュラル感が強い素材で丈もやや長めのゆったり感のある
シルエットスタイルの場合，女性らしさというよりもカントリー
テイストを強くとらえる傾向にあり，結果として異なるイメー
ジ構造として分類された．画像No.7・15・26についても，
日本人は短いスカート丈や花柄などから女性らしさという
イメージでとらえていたが，韓国人の場合はスカート丈の短
さを女性らしさではなくアクティブなイメージでとらえる傾
向にあり，結果として活動的なイメージに分類された．つま
り，同じ女性らしさのイメージでも，スタイルを構成してい
る要素によって日本人と韓国人は同じイメージにとらえてい
ないことがわかる．このことは，近年の日本人の若年女性が，
ファッションに対して「かわいい」というキーワードで大きく

図6　第1・第2主成分の同時散布図

表11　日本人の数量化Ⅲ類分析における第1主成分画像と韓国人数量化Ⅲ類結果の比較
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括って使っており，意識的にイメージを差別化して使用していな
いために，イメージ分類という試みにおいては，ディティール
の詳細な差をとらえきれずに，結果として「女性らしい」とい
うような大きなイメージに集約されてしまったのではないか
と考える．言い換えれば，韓国人に対しては，同じ女性らし
さをイメージさせるスタイルであっても，スタイルのディ
ティールやコーディネートによってより具体的なイメージを
明確に共有することが可能であるとことを示している．
表12は，日本人の数量化Ⅲ類分析で第2主成分「活動性」
因子として，プラスの負荷量が高く抽出されたスタイルであ
る．いずれも動きやすい足元（スニーカーやヒールのない靴に
靴下の組合せ）にリュックやショルダーバッグなどを合わせ，
アイテムの素材はカットソーや洗いざらしのコットンなど
ラフ感のあるものが中心で，日本人にとってはアクティブな
イメージで認識されたスタイルである．しかし韓国人の場合，
このようなスタイルをアクティブといった，いわゆる動的な
意味合いでとらえるのではなく，一般的にカジュアルアイテ
ムと表現される，リアルクローズ感のある気負いのないスタ
イルが「今」の時代を表しているスタイルであるととらえ，
スタイルから感じ取れる時代感や空気感を優位にイメージし

ていると推測される．そのため，画像No.7・15・26のように，
ミニ丈などの物理的な軽さから動的な活動性はイメージする
が，素材感などからは流行や時代性といったものをイメージ
する傾向にあることわかった．
表13は，韓国人がモダン・ソフィスティケートやクラッシック
といったイメージを持った「スタイリッシュさと時代性」
因子の負荷量が高かったスタイルである．このスタイルの
共通性は，すっきりとしたシルエットで落ち着いた色味である．
しかし日本人の場合は，これらの要素から共通のイメージを
共有することはなく，また明確なイメージ分類もしていない
ことがわかった．韓国人は黒や白，ブラウンといったカラー
コーディネーションとスタイリッシュなシルエットからモダ
ン・ソフィスティケートとクラシックを，奇をてらわない定
番スタイルととらえていると考えられる．
表14は，韓国人がエスニック，カントリーというイメージ用語
からとらえる「土着的な民族性」因子の負荷量が高かったスタ
イルである．第1報での日本人の結果では，「民族性」因子は
韓国人同様に単独で抽出されたが，そのスタイルはいずれも
民族的な柄やロング丈のいずれかの要素が強く表れている
スタイルであった．これに対して韓国人が「土着的な民族性」
因子ととらえた第3主成分の中には，日本人が「民族性」と
とらえた画像はNo.4の1スタイルだけであった．このことは，
同じ民族性というキーワードでも，日本人と韓国人のとらえ方
は異なり，表でみてもわかるように韓国人の場合，国を特徴付
ける文化的な意味での「民族性」ではなく，都会的か田舎的か
というような地域性のイメージでの「民族性」というとらえ方
をしていると考えられる．つまり，「民族的」というキーワー
ドで伝えても，そのキーワードが持つイメージが広げるテリ
トリーや方向性は日本と韓国では異なるということがわかる．

4. ま と め

本研究では，感性分類ツールとして頻繁に引用される
ファッションイメージ用語が，一般消費者にとって同じ効果を生
み出す指標用語として客観性があるのか，さらには設計・流通
の現場など，ファッションを取り扱う様々なシチュエーション
において，共通性・客観性のある言語ツールしてイメージ用
語を用いることの有用性はあるのかを検証することを目的と
し，第1報での日本人を対象とした結果を踏まえ，国籍差に

表12　日本人の数量化Ⅲ類の第2主成分画像と 
韓国人の数量化Ⅲ類結果の比較

表13　韓国人の数量化Ⅲ類の第2主成分画像と 
日本人数量化Ⅲ類結果の比較

表14　韓国人の数量化Ⅲ類分析における第3主成分画像と日本人数量化Ⅲ類結果の比較
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着目して検証を行った． 

結果，現在のファッションスタイルの特徴ともいえる，
複数のテイストの要素を組み合わせたファッションスタイル
に対しては，日本人と韓国人では選択されるイメージ用語に
ばらつきがあり，特定のイメージ用語に分類することが困難
な結果となった．特に，同一の因子用語としてカテゴライズ
されていても，その分類に導いたと推察される素材やアイ
テムの丈，カラーなどのスタイルの要素は異なっていた．
また，韓国人の方が日本人よりも，イメージに対して各画像
に対するイメージがばらついていた結果となった．このこと
は，韓国人の方がファッションスタイルに対して個々に異な
るファッションイメージを有しているともとらえられるが，
言い換えればイメージ用語を決定づける要素に個人差がある
とも考えられる．さらに，「女性らしさ」を要素とした画像
として抽出された枚数が，日本人の方が圧倒的に多い結果と
なったことは，近年の日本人の若年女性が，ファッションに
対して「かわいい」というキーワードですべてを包括し，
詳細にイメージを差別化して使用していないために，イメー
ジ分類という試みにおいては，ディティールの詳細な差をと
らえきれずに，結果として「女性らしい」というような大き
なイメージに集約されてしまったのではないかと考える．
つまり，韓国人に対しては，同じ女性らしさをイメージさせ
るスタイルであっても，スタイルのディティールやコーディ
ネートによって，より具体的なイメージを明確に共有するこ
とが可能であるとことを示している．
用語だけでは正確なスタイルをイメージさせることが困難
であるということは，イメージ用語を商品企画や設計・生産・
流通の中で，コミュニケーション言語として用いる際の，
それぞれがとらえているイメージの共通性について十分に配慮
する必要がある．ファッションイメージ用語は，商品設計の
コンセプトに代わる言語ツールの1つであると考えると，
そのイメージを受容するスタイル要素に差があるとするならば，
消費者がそのファッションスタイルから受け取るイメージと，
スタイルの表現者が意図する感性表現のイメージとが遊離し
てしまうと，設計コンセプトの裏づけとなるイメージの客観
性そのものが疑われることとなりかねない．それ以前に設計・
製造・流通過程においては各部署が共通のイメージビジュアル
を念頭に進められることが重要であり，そのためにもイメー
ジを構成するスタイル要素については共通性が求められる．
グローバル化が進む今日のファッション業界においては，
製造現場のグローバル化にとどまらず，流通の現場でも IT

を利用した衣服の販売や購入システムでテキスト情報は生産
者間のみならず消費者と供給者を結ぶ重要なツールである．
しかし，そのテキスト自体の，特にイメージを構成する要素
の認識に国籍の違いによって差がみられるということは，
その使用方法や選択方法などに慎重かつ十分な吟味が必要で
あることを示唆している．言い換えれば，スタイル要素によっ
て誘発されるイメージ用語の傾向がわかれば，ファッション
製品のイメージ戦略に対する新たな方法論も見いだせるので
はないかと考える．
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